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 要 旨   
目的： 
妊婦を対象とした飲酒に関するガイドラインの順守状況に及ぼす影響を検討する 

方法： 
22 歳から 33 歳の地域住民女性を対象として、ガイドライン上、妊婦のアルコール飲酒量

はゼロ（非飲酒）が推奨されていた 2001 年 10 月までに妊娠した女性 419 人と、少量飲酒

（一日２杯まで、1 週間 7 日未満）が推奨された 2001 年 10 月以降の初妊婦 829 人につい

て検討した。データは 1996 年、2000 年、2003 年、2006 年に Australian Longitudinal Study 
on Women’s Health として収集された。ポアソン回帰モデルにて、非飲酒、少量飲酒とガ

イドラインの順守状況の多変量調整オッズを算出した。 
結果： 
ガイドライン上、妊婦の飲酒について飲酒量ゼロ（非飲酒）および少量飲酒のいずれが

推奨されている場合でも、妊婦の 80％が飲酒していた。飲酒量ゼロ（非飲酒）のガイドラ

インの順守率は 2001 年 10 月までの妊婦が 20％、2001 年 10 月以降の妊婦は 17％、少量

飲酒のガイドラインの順守率は 2001 年 10 月までの妊婦が 75％、2001 年 10 月以降の妊婦

は 80％であり、いずれも統計的に有意な差を認めなかった。90%以上の女性が妊娠前に飲

酒しており、妊娠前の飲酒状況が少量飲酒であれ、妊娠期の飲酒状況に大きな影響を与え

ていた。ガイドラインの順守状況は、飲酒量（非飲酒）が推奨されたガイドライン期（2001
年 10 月まで）の妊婦と比較すると、少量飲酒が推奨されたガイドライン期（2001 年 10 月

以降）の妊婦では 3.54 倍高かった。 
結論： 

2001 年 10 月の妊婦の飲酒量ガイドラインの変更は妊婦の飲酒行動に変化をもたらさな

かった。妊娠期の飲酒量とリスクについてはさらに解明をすすめ、飲酒量とその危険性に

ついて啓発する必要がある。 
 

 




